
【様式３-１】 

公益財団法人 樫の芽会 御中 

令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ① 作成日 令和 7年 5月 日 

② 法人・団体名 特定非営利活動法人 ユースコミュニティー 

③団体所在地 
（都道府県・市町村名まで） 

〒143－0024 東京都大田区中央 8－22－13 

③ 責任者氏名 濱住 邦彦 （役職名等） 代表理事 

④ 担当者氏名 濱住 邦彦 （役職名等） 代表理事 

【奨学活動の概要】 

⑥助成交付決定番号 R06-029 ⑦助成金額 100 万円 ⑧申請カテゴリー D 

⑨奨学活動名 コロナ禍で停滞していた学習支援事業の再構築 

⑩主な実施場所名・
及びその住所 

学習支援の会場→大田区内 5 拠点（生協、民間会議室、カフェ、公民館等） 

ワークショップ研修やチラシ・リーフレット作成→公民館および団体事務所 

⑪活動内容とその成果の概要（詳細は【様式３-２】又は別添資料にて記載・説明ください。） 

この数年のコロナ禍によって、様々な制限を余儀なくされた学習支援事業（団体の自主事業）につい
て、コロナ禍以前の状態に戻すべく取り組んだ。活動概要とアウトカムは以下のとおりである。 
・大田区内５拠点（７クラス）の教室（完全会場型）を毎週定期開催 
・前年度に集結した支援者（ボランティア）の育成と定着を目指した組織力強化の取り組み 
 中間支援組織 CRファクトリーと上智大学コミュニティキャピタル研究会の外部診断を実施。全てのボ
ランティアスタッフへアンケート調査を 7月に行い 127名が回答した。それを受けて 11月 17日に上記
団体の専門家を講師に「コミュニティーキャピタル診断」とワークショップを行い 25人が参加。また 3
月 30日にも団体報告会を行い（28人参加）、組織の現状分析と今後の改善策を確認して意思統一した。  
・ファンドレイジングの強化 
既存の支援者だけでなく、新たな支援者層を開拓するため、ファンドレイジングの取り組みを強化し

た。具体的には、地元地域のシニア層をターゲットに、インターネットやクレジットカードを使用せずに
寄付できる郵便振替付きのチラシと賛助会促進リーフレットを 2000部作成。主な活用方法として、以前
ボランティアとして協力してくれたボランティア OB スタッフへの郵送の他、地域の学習会や集まりで配
布を行った。 
⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 延べ人数 
（Ａ：人） 

平均時間 
（Ｂ：時間） 

活動量 
（ＡｘＢ） 

備考・補足・計算根拠等 

中学生等 1584 2 3168 延べ人数：週平均参加人数 44×週 4 回×9 カ月 
高校生等 1080 2 2160 延べ人数：週平均参加人数 30×週 4 回×9 カ月 
大学生等 26 3.5 91 延べ人数：平均参加人数 13×研修回数 2 
学習支援員等 28 3.5 98 延べ人数：平均参加人数 14×研修回数 2 
その他 20 3 60 学生インターン 延べ人数：人数 2×実習回数 10 

合  計 5577  



【様式３-２】 
令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書 

奨学活動名：コロナ禍で停滞していた学習支援事業の再構築 
    法人・団体名：特定非営利活動法人ユースコミュニティー 
    作成者 氏名：濱住 邦彦 

 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 
・大田区内５拠点（７クラス）の教室（完全会場型）を毎週定期開催 
当初の予定通り、以下の教室で定期開催することができた。 
月曜：パルシステム東京大田センター（大田区仲池上 1-31-1） 
火曜：テラッコ池上（大田区池上 6-2-19） 
水曜・土曜：カフェヴェルデ（大田区中央 1-15-1） 
土曜（午前・午後）：ふれあい蓮沼（大田区西蒲田 3-19-1） 
日曜：MICSおおた（大田区蒲田 5-13-26） 
支援した子ども達の属性については、24年度は中学生の保護者からの問い合わせが多く寄せられ、

中学生 45人、高校生 30人という結果になった。特に中学 1年生の入会者が多かった。入会した中学
1年生のほとんどが学校の授業についていけなくなっており、小学校で取得すべき基礎が抜け落ち、学
校の宿題にさえ手を付けられない状況であった。しかしながら、中学 1年生という学年からか、学習
意欲や将来への関心も薄く、学習へ促すのにスタッフが苦労する場面も目立っていた。また不登校に
なりかけている子どもも少なくなかった。そこで、例年よりも保護者との相談を密にしながら、子ど
も達の支援に丁寧に取り組んだ。 
 
・前年度に集結した支援者（ボランティア）の育成と定着を目指した組織力強化の取り組み 
 中間支援組織 CRファクトリーと上智大学コミュニティキャピタル研究会の外部診断を 7月に開
始。全てのボランティアスタッフへアンケート調査を行い 127名が回答した。8月には一回目の診断
結果が出され、それに基づいてまずは団体の役員等、主要メンバーだけで診断結果のレクチャーを受
けた。診断の 3本柱である「ミッション・ビジョンの共有」、「自己有用感」、「居心地の良さ」につい
て、過去の診断結果よりもすべて上昇がみられた。また他団体の平均と比較して出される偏差値につ
いては約 54という結果になった。この結果は一見すると平均よりやや上との評価として認識されがち
であるが、実質的には非常に高い数値結果であるという判定を受けた。というのは、多くの団体では
回答者が 20名前後ぐらいの平均である。つまりそれだけ団体のコアメンバーからの回答が多くなるこ
とから、比較的高い数字が出されることが多い。一方私たちは、127名という多くのボランティアス
タッフからの回答の平均がこの数値であるということは、当法人のボランティアスタッフが他団体の
コアメンバー並みの意識の高さを持っていることが推察できるとの診断結果を得ることができた。 
それを受けて 11月 17日（日）に上記団体の専門家を講師に「コミュニティーキャピタル診断」の

ワークショップを行い、25人が参加した（※詳細は別紙：団体かわらばんニュースを参照）。また 3
月 30日にも団体報告会を行い 28人参加。組織の現状分析と今後の改善策を確認した。 
 
・ファンドレイジングの強化 
新たな支援者層を開拓するため、ファンドレイジングの取り組みを強化した。 
ファンドレイジング強化にあたり、新たな支援者の発掘をするための広報チラシ等の製作をすす

め、協力してくれる学生のインターン生を内部から募り、結果 2名の大学生が参画した。 
さらに実習については、デザイン会社の方がプロボノとして、寄付チラシの制作監修をしていただき、



制作ソフト（CANVA）の使い方から原案と進捗状況の共有を行い、随時アドバイスを受けながら、寄付
チラシと賛助会加入促進リーフレットを製作することができた。地元地域のシニア層をターゲットに、
インターネットやクレジットカードを使用せずに寄付できる郵便振替付きのチラシとして 2000 部製作。
主な活用方法として、以前ボランティアとして協力してくれたボランティア OBスタッフや友好団体へ
の送付、地域学習会等で配布を行った。特に 24 年度は、生協（パルシステム東京）さんからの新たな
連携企画が提案され、生協の会員向け学習会を 3 月 23 日（日）に開催した。生活困窮家庭の子どもと
保護者の課題を伝え、参加者に関心を持ってもらうとともに、団体支援のきっかけづくりをすることが
できた。 
 
２．実施した奨学活動の詳細 

 
 

 

普段の教室風景 毎回 10数名の中高生が参加 

生協と連携した学習会の様子 2025.3.23 



 

 
 
 
 
 

組織診断レポートの抜粋 ボランティアスタッフ 127名が回答 



３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 
ボランティアスタッフの定着を図るため、組織診断とワークショップを取り組んだ。11月 17日の全

体研修会以外にも、11～12 月は各教室で学習開始前にミーティングをする時間を取り、診断結果を確
認しながら、振り返りと気づきを得る時間（ミニワークショップをする時間）を別途設けた。 
ワークショップでは、団体が課題に感じていることをテーマとして取りあげ、参加者にグループワー

クで解決策を提示してもらった。特に支援対象者である子ども達の心理にフォーカスし、ボランティア
スタッフが連絡や挨拶無しに活動をフェードアウトした場合、子ども達はどう感じると思うか？等をテ
ーマに話し合った。 
組織全体の数値化・見える化を通じ、到達と課題を把握し、さらにひとり一人が目の前に置かれてい

る状況について振り返ることは、一人一人の行動が全体を創り上げていることがあらためてボランティ
アスタッフに再認識され、活動定着に繋がったと考えている。 
※昨年度の継続率は 27.5％だったが、24年度は 36.4％に上昇した。 

 
 
一方、新たな寄付者の獲得については、チラシ・リーフレット等の取り組みをしたものの、24年度は

期待した効果を出すことができなかった。しかしながら、制作したチラシ・リーフを今後も最大限活用
し、粘り強く新たな支援者の獲得につなげていきたい。分析する中で見えてきた課題としては、今まで
一度も寄付をしたことのない層に対し、行動を促す仕掛け作りが必要であることが分かった。次年度は
そうした面を工夫しながら課題を克服していきたいと考えている。 
 制作した寄付チラシ 

 



制作したリーフレット（一部抜粋） 

 
 

 



10時30分 開会
                    

診断の結果

活動者会議かわら版
NPO法人ユースコミュニティー

開 催 概 要
場所　新井宿特別出張所

当 日 の ス ケ ジュ ー ル参 加 者
学習サポーター
ボランティア　25名

常勤スタッフ　6名 12時10分グループワーク
10時35分 キャピタル診断
講師による解説ワーク

日時　11月17日(日) 
　　　10時30分～13時00分

コミュニティーキャピタル診断専門講師よりレクチャーを受けました！

　NPO法人ユースコミュニティーの活動に参加している学習サポーターのみなさんやボランティアさん、常勤スタッフが集ま
り、団体活動の成熟度を示すコミュニティー診断とレクチャーを外部機関の方より受けました。
　団体の事業は①自主事業「自由塾」、②委託事業「大田区子どもの学習支援教室」の2つに大きく分かれ、さらにその中で
複数の教室が開催されています。今回のテーマは「参加者の交流と協働」ということで、診断結果を通じた学びと日頃の教室
の振り返りを普段の教室メンバーグループ中心に行っています。
　後半のグループワークでは、自分自身が話したい・聞きたいテーマに分かれて色々な教室スタッフとの交流も図りました。

診断解説
ワークショップ

第1因子「理念共有と貢献意欲」
団体の理念や人のつながりをもとに、多くの人と共に貢献する意
志をもつか、団体の理念に対する共感度とし、仲間と共に目的を

達成したい、共にそれを目指そうと思えるかを示します。
総合値8.5　一般企業値53.7

第2因子「自己有用感」
団体内で自分が役に立っているという感覚です。ただの仲間の
一員に留まらず「自分でできること」「自分が求められている

こと」で他者とつながれるかどうかを示します。
総合値6.33　一般企業値54.5

第3因子「居心地の良さ」
団体に対しての心の安心感を意味します。この因子は特に、居
心地の良さを感じられるかどうかに関係します。「周囲が受け
入れてくれている」「自分を見守ってくれている」「メンバー

に信頼されている」ことが指標となります。
総合値8.16　一般企業値54

皆様にご回答いただきましたアンケートの診断結果につい
て、講師の方より以下のように講評いただきました。
「回答数が150名を超える中で、一般的な平均値をいずれ
の項目も上回っているということが珍しく、優れたスタッ
フさん方に恵まれている団体であることがわかります。」

通常は団体コアメンバーのみの15〜20名程度の記入が多
いらしいです。日頃から皆様のご協力とご献身をいただき
まして本当にありがとうございます！

黄：平均値
赤：当団体

奥村がお届けいたします！



常勤スタッフ
山田 瑠璃香

グ ル ー プ セッション

　たくさんの方に
　お集まりいただき
　ありがとうございました！
     (山田)

編集後記
次 回 開 催 に 向 け て

　前半のワークショップが所属教室メンバー同士であ
ったので、後半のグループセッションは興味関心ある
グループで集まり、内容ごとに対話を深めました。

参加者アンケートより
●診断を定期的に実施するのは良いと思います。
結果が見えるので面白く、数値化されて話し合う
材料になりました。
●子どもを含めた話し合いの場を設けたり、地域
イベントや交流会にも参加したい。
●普段は関わらない他教室のスタッフと議論でき
て、多角的に物事を見られるようになりました。
●自己有用感と生徒の満足度の比較が知りたい
●短時間でテーマとメンバーを理解し、まとめる
のは楽しかったです。団体にはもっと情報を発信
してほしいと願います。
　
　他にもたくさんのご意見や感想をいただきまし
た！すべてに目を通し吟味しながら次へと進んで
いきたいと思います。ありがとうございました！
（奥村）

①について
・漢字だけをやっていることは否定しない。
・漢字を使った文章を作る練習させる。
・考える力を得るためにアクティビティーを行う
　来室する生徒たちを否定せず、肯定しながら学
びのステップを踏めるようにしていきたいです
ね。刺激を与える意味でもアクティビティーが有
効であることも！

②について
・コミュニケーションが取れない
・コミュニケーションはその子を知ることから
・中学生であれば塾にくる目的から気づかせる
　そもそもコミュニケーションの不具合から予
兆リスクは生まれてきますね。スタッフもまず
はその子のことを知ることから始めていき、生
徒もスタッフも教室での目的意識を持つことで
リスク回避できることもあるかもしれません。

③について
・「楽しい」大事　・「できない」を言える環境
・ミーティングでの会話が自身の居場所に！！
　元生徒スタッフさんの話はより説得力もありました。「楽し
さ」は、教室にとって改めて大切な要素かもしれません。スタ
ッフの居場所になることが生徒の居場所にもなりそうです。

④について
・居場所と学習→継続的な学習
・スタッフと生徒のマッチング→スタッフのスキルも
・生徒への学習提案→投げかけるところまで
　教室は「居場所感」も大切にしながら、継続的な学
習を行うことができる場としても機能させたい、そん
な想いのにじむ発表でした。

⑤について
・OJT研修チェックリストを活動歴ごとに分ける
・定期的に実施する
・サポーター同士や生徒からのフィードバックがあると良い
これから入ってくるスタッフのためにも、どのような研修や評
価が必要か、スタッフ同士熱く話し合っていただきました。

　活動者会議に参加された皆様、お疲れ様でした。今回の活動者会議を通じて私が最も印象に残ったのは、「悩み
を共有する機会を増やすと、自己有用感が出るかもしれない」という外部講師の言葉です。私はこれを聞いた際
に、「確かに、共有する側・される側、双方にとって自己有用感を育むきっかけになるかもなぁ」と感じました。
というのも、他者に悩みを共有すると、『自分では気付いていなかったけれど、実は喜ばれていたこと』『実は人
の役に立っていたこと』をお互いに知るきっかけになり得るからです。ただ悩みを共有し合うためには、思いを受
け止める土壌が必要です。普段から『相談や質問を歓迎する』『他者の思いを尊重する』ことを心がけていきたい
ですね。
　次回は3月に成果報告会の開催を予定しています。今年度の活動の成果だけでなく、課題点や昨年度と比べて変化
した点を皆様と共に見つめていきたいと考えております。どうぞご参加のほどお願い申し上げます。
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